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連結業績予想と実績との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 

2021年 11月 10 日に公表しました 2022年 3月期（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日）の通

期連結業績予想と本日公表の決算実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、2022年 3月 31 日を基準日とする配当予想を修正することといたしましたので、あわせ

てお知らせいたします。 

記 

１．2022年 3月期連結業績予想と実績との差異（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想(A) 

（2021 年 11 月 10 日発表） 

百万円  

22,300  

百万円  

1,300  

百万円  

1,400  

百万円  

850  

円 銭  

100.36  

実績(B) 21,908  1,499  1,744 1,050  124.07  

増減額（B-A） △391  199  344  200   

増減率(%) △1.8%  15.3%   24.6% 23.6%   

（ご参考）前期実績 

（2021 年 3 月期） 
21,080  1,136  1,283  1,289  152.24  

＜差異発生の理由＞ 

売上高につきましては、主要顧客である自動車関連分野や電子部品関連分野における生産活動

の回復、設備投資の回復基調の維持により順調に推移し前期比で増加しましたが、半導体などの

部材不足等による生産への影響により前回予想を下回りました。 

また、利益面（営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益）においては、原価率改

善ならびに経費の削減により、前回予想を上回る結果となりました。 

  



 

 

２．2022年 3月期期末配当予想の修正 

＜配当予想変更の理由＞ 

当社は、当期の業績及び将来の事業展開を考慮して必要な内部留保を確保しつつ、株主に対す

る利益還元を最も重要な経営課題のひとつと考え、安定的かつ継続的に適正配当を行うことを基

本方針としております。 

2022年 3月期期末配当は、上記方針および今回公表の連結業績や財務状況等を踏まえ前回予想

より１円増配し１株当たり 46円とすることといたしました。 

 

 

以 上 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2021 年 5 月 13 日発表） 
 45 円 00 銭 45 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想  46 円 00 銭 46 円 00 銭 

当 期 実 績 0 円 00 銭   

前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 3 月 期 ） 
0 円 00 銭 45 円 00 銭 45 円 00 銭 




